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計画の策定の背景と位置づけ  計画策定の趣旨 

奈良県では、「奈良の今後５カ年の道づくり重点戦略」に基づき、平成 22 年に⾃転⾞による広域的な周遊観光を

促す環境づくりを推進することで、県内における滞在型観光の拡⼤による観光振興や地域活性化を図ることなどを⽬

的として、｢奈良県⾃転⾞利⽤促進計画｣を策定し、実施してきました。 

平成 29 年に｢⾃転⾞活⽤推進法｣が成⽴し、同法に基づき、⾃転⾞の活⽤の推進に関する総合的かつ計画的な

推進を図るため、平成 30 年に｢⾃転⾞活⽤推進計画｣が閣議決定されました。 

それらを踏まえ、同法第１０条に基づき奈良県の⾃転⾞の活⽤の推進に関する⽬標や⽬標達成のために実施す

べき施策、施策の着実な実施のため、期間中に講ずべき具体な措置等を取り纏めた｢奈良県⾃転⾞活⽤推進計画｣

を策定し、本県における、⾃転⾞の活⽤による観光振興等に向けた総合的かつ計画的な推進を図るための基本計画

とします。  奈良県のこれまでの取組 

❖奈良県自転車利用促進計画（H22.12） 

 これまで、奈良県では、大規模自転車道の整備など自転車利用環境づくりを進めてきました。

取り組みを進めていく中で、県内の観光資源を巡る手段として自転車の利用価値が再認識さ

れるようになり、ネットワークの連続性や自転車利用環境の利便性・快適性を向上していくこと

が必要とされていました。 

 このような背景から、自転車利用者の視点に立った「奈良県自転車利用促進計画」を平成 22

年 12 月に策定しました。 
 自転車による広域的な周遊観光を促す環境づくりを推進することで、自転車ならではの新たな

観光スタイルの創出や地域活性化を図りながら、県民の健康増進や環境にやさしいまちづくり

等を実現する取組を進めてきました。 
 

▼奈良県⾃転⾞利⽤促進計画（Ｈ22.12）の概要 
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▼主な取組の内容 
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  全国的な動向 

❖自転車活用推進法（H29.5） 

⾃転⾞は環境に優しい交通⼿段であり、災害時の移動・輸送や国⺠の健康の増進、交通の混雑の緩和等に資

するものであることから、環境、交通、健康増進等が重要な課題となっている我が国においては、⾃転⾞の活⽤の

推進に関する施策の充実が⼀層重要となっています。 

これを踏まえ、平成 29 年５⽉に⾃転⾞活⽤推進法が施⾏され、⾃転⾞の活⽤について、政府として総合的・

計画的に推進するため、国⼟交通省に⼤⾂を本部⻑とする⾃転⾞活⽤推進本部が設置されました。 

また、同法の基本理念では、⾃転⾞の活⽤の推進が、公共の利益の増進に資するものであるという基本的認識

の下、交通体系における⾃転⾞による交通の役割を拡⼤することを旨として⾏うとともに、交通の安全の確保を図り

つつ⾏われなければならないとされており、また、重点的に検討・実施すべきものとして、⾃転⾞専⽤道路や⾃転⾞

専⽤⾞両通⾏帯等の整備をはじめとする 15 の項⽬が基本⽅針として⽰されています。 

 

▼⾃転⾞活⽤推進法の概要 

 

出典：国土交通省資料より抜粋 
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❖自転車活用推進計画（H30.6） 

⾃転⾞活⽤推進法に基づき、⾃転⾞の活⽤の推進に関して、⾃転⾞をめぐる現状及び課題に対応するため、

⾃転⾞の活⽤の推進に関する⽬標および実施すべき施策などを定めた⾃転⾞活⽤推進計画が平成 30 年 6 ⽉

に閣議決定され、⾃転⾞に関する取組をより総合的・計画的に進めていくことが推進されています。 

 

▼⾃転⾞活⽤推進計画の概要 

 

出典：国土交通省資料より抜粋 
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  奈良県自転車活用推進計画の位置づけ 

 自転車活用推進法では、都道府県の実情に応じた自転車の活用推進に関する施策を定めた

「自転車活用推進計画」の策定を都道府県の努力義務として規定しています（第 10 条）。 

 奈良県自転車活用推進計画は、国が策定した自転車活用推進計画の内容、奈良県自転車利

用促進計画（H22）に基づくこれまでの取り組み、その他関連計画における自転車の位置づけ

などを踏まえ、「観光振興」、「まちづくり」、「安全・安心」の 3 つの観点から奈良県において、自

転車の活用を進める上で必要な取組を取りまとめたものです。 
 

▼奈良県⾃転⾞活⽤推進計画の位置付け 
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計画区域・期間・実施者  計画区域 

計画の対象区域は奈良県全域とします。 

  計画期間 

本計画の計画期間は、今後の 5 箇年とします。 

  実施者 

本計画は奈良県が実施します。 


